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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年10月期第３四半期 2,500 12.9 374 46.3 374 46.1 253 44.4

2023年10月期第３四半期 2,215 8.8 255 19.6 256 19.7 175 33.0

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年10月期第３四半期 110.63 109.59

2023年10月期第３四半期 76.26 76.01

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年10月期第３四半期 3,786 3,283 86.7

2023年10月期 3,786 3,120 82.4

（参考）自己資本 2024年10月期第３四半期 3,283百万円 2023年10月期 3,120百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年10月期 － 0.00 － 43.00 43.00

2024年10月期 － 0.00 －

2024年10月期（予想） 50.00 50.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,400 7.1 492 9.0 492 8.7 331 10.4 145.01

１．2024年10月期第３四半期の業績（2023年11月１日～2024年７月31日）

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）１．直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

２．当社は定款において第２四半期末日及び期末日を配当基準日と定めておりますが、当面の配当方針としては期

末配当の年１回を基本方針としております。

３．2024年10月期の業績予想（2023年11月１日～2024年10月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年10月期３Ｑ 2,300,000株 2023年10月期 2,300,000株

②  期末自己株式数 2024年10月期３Ｑ 10,188株 2023年10月期 15,288株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年10月期３Ｑ 2,287,504株 2023年10月期３Ｑ 2,297,380株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有
（注）詳細は、添付資料Ｐ．７「２．四半期財務諸表及び主な注記（３）四半期財務諸表に関する注記事項（四半期財務諸表の作成に特有

の会計処理に関する注記）」をご覧ください。

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業

績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当た

っての注意事項等については、添付資料Ｐ.３「１．経営成績等の概況　（３）業績予想などの将来予測情報に関

する説明」をご覧ください。

（決算補足説明資料の入手方法）

　決算補足説明資料は、ＴＤｎｅｔ及び当社ウェブサイトに同日開示しております。
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１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期累計期間における我が国経済は、不安定な国際情勢による資源価格の高騰や円安の進行、消費者物価

指数の上昇があったものの、消費活動やインバウンド需要の活発化により緩やかな回復基調にあります。

当社を取り巻く経済環境は新型コロナウイルス感染症の影響から回復しており、人流の増加により商業施設やイベ

ント関連の需要が順調に伸びました。

当社は、さらなる成長を図るため、前期から引き続いて、①シェア拡大、②機能拡大、③領域拡大の３つの戦略を

掲げ、実行しております。

シェア拡大戦略について、主力の大阪、東京において営業エリアの拡大を行いました。名古屋、福岡、京都につい

ても、顧客基盤を固めて事業を拡大するべく、新規顧客獲得活動を強化しております。

機能拡大・領域拡大については、デジタルサイネージをデジタルクリエイトに名称変更し、従来のハード機器販

売、動画配信システムの提供に加えて、AR（拡張現実）を使った付加価値サービスの提案を積極的に行っており、オ

ーダーグッズ制作と連携した『Novelty AR』を新しいARサービスとして開始し、大手鉄道会社のイベント向けに発注

いただきました。オーダーグッズ制作につきましては、さまざまな制作実績を積んでおり、IP（知的財産）コンテン

ツ関連の受注も進めております。また、オフセット印刷やシルクスクリーン印刷、オンデマンド印刷等の少品種多量

生産型の案件対応については、高品質かつ短納期で生産できるネットワーク体制を活かしたプリントソリューション

として順調に受注を拡大しており、今後もネットワーク体制を充実強化して顧客の効果的なマーケティング戦略に貢

献いたします。

これらの新規事業はこれまで専任営業が独自で営業活動を行ってまいりましたが、その経験やノウハウを全営業担

当に共有し、専任営業に加えて全国の拠点の営業担当が新規事業商材の提案と拡販を進めております。加えて、SDGs

の推進のため、エコ商材として顧客からの関心が高い環境に配慮した素材を使った商品の提案を積極的に行っており

ます。

ウェブプロモーション事業については、これまでのECサイト運営のノウハウと実績を考慮した結果、WEBによる集

客活動を当社が得意とする対面営業に繋げることにより、顧客層の拡大とリピート受注の獲得を図ることとし、この

ための各種施策を実行し、成果をあげております。

生産体制については、引き続き高収益体質の生産体制を構築し、生産性や品質管理の向上に繋げるべく、人員配置

の見直しや設備投資を実行しました。設備投資について、大阪では大阪・関西万博に向けた需要に対応するため大型

の設備投資を行い、横浜ではオーダーグッズの生産力を強化するための設備投資を行いました。また、業務標準化に

より属人化しない技術による「人に依存しない」生産工程の実現、すなわち、スマートファクトリー化に向けてシス

テムや業務プロセスの見直しを進めております。

以上の結果、売上高は2,500,454千円（前年同期比12.9％増加）、営業利益は374,067千円（前年同期比46.3％増

加）、経常利益は374,707千円（前年同期比46.1％増加）、四半期純利益は253,059千円（前年同期比44.4％増加）と

なりました。

第２四半期累計期間と比較して前年同期比で大きく増収増益となりましたが、これは当第３四半期会計期間におい

て、第２四半期からずれ込んだ大型案件を予定通りに受注したことに加えて、店舗装飾やイベント・展示会関連の案

件が好調に推移したためです。ここまでの業績は期初想定に沿ったものであり、中期経営計画で公表いたしました

2026年10月期に計画しております売上高50億円、営業利益７億５千万円に向けて順調に進捗しております。

なお、当社はインクジェットプリントを主力とするセールスプロモーション事業を主要な事業としており、他の事

業セグメントの重要性が乏しいため、セグメント別の経営成績の記載はしておりません。
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（２）当四半期の財政状態の概況

（流動資産）

当第３四半期会計期間末における流動資産の残高は、3,452,066千円（前事業年度末は3,501,010千円）となり、

48,944千円減少いたしました。その主な要因といたしましては、営業活動を通じて現金及び預金や棚卸資産の増加

があったものの、売上の季節的変動により売上債権が140,736千円減少したことによるものであります。

（固定資産）

当第３四半期会計期間末における固定資産の残高は、334,616千円（前事業年度末は285,967千円）となり、

48,648千円増加いたしました。その主な要因といたしましては、設備投資による増加が減価償却による減少を上回

ったためであります。

（流動負債）

当第３四半期会計期間末における流動負債の残高は、351,174千円（前事業年度末は513,976千円）となり、

162,801千円減少いたしました。その主な要因といたしましては、売上の季節的変動に合わせて買掛金が57,370千

円減少するとともに、前期に係る納税の影響で未払法人税等や未払消費税等が減少したことによるものでありま

す。

（固定負債）

当第３四半期会計期間末における固定負債の残高は、152,167千円（前事業年度末は152,129千円）となり、38千 

円増加いたしました。これは資産除去債務の調整であります。

（純資産）

当第３四半期会計期間末における純資産の残高は、3,283,339千円（前事業年度末は3,120,872千円）となり、

162,467千円増加いたしました。その主な要因といたしましては、剰余金の配当による98,242千円の減少があった

ものの、四半期純利益253,059千円を計上したことによるものであります。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

2024年10月期通期の業績予想につきましては、2023年12月８日に公表しました業績予想から変更はありません。

ただし、業績予想は、現時点において入手可能な情報に基づき作成しており、実際の業績は今後様々な要因によっ 

て予想数値と異なる場合があります。
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（単位：千円）

前事業年度
(2023年10月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年７月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,738,676 2,801,931

受取手形 58,405 56,855

電子記録債権 35,417 69,107

売掛金 598,431 425,555

仕掛品 17,608 30,838

原材料 8,722 16,270

貯蔵品 102 262

前払費用 30,345 37,540

その他 13,299 14,887

貸倒引当金 － △1,182

流動資産合計 3,501,010 3,452,066

固定資産

有形固定資産

建物 50,768 68,942

機械及び装置 508,253 539,001

工具、器具及び備品 13,760 17,594

その他 3,900 6,127

減価償却累計額 △479,162 △493,326

有形固定資産合計 97,520 138,340

無形固定資産

ソフトウエア 5,782 7,232

ソフトウエア仮勘定 － 10,679

のれん 14,601 10,916

無形固定資産合計 20,384 28,828

投資その他の資産

出資金 10 10

敷金 80,494 79,886

破産更生債権等 3,618 1,981

長期前払費用 8 －

繰延税金資産 87,549 87,549

貸倒引当金 △3,618 △1,981

投資その他の資産合計 168,063 167,446

固定資産合計 285,967 334,616

資産合計 3,786,978 3,786,682

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

前事業年度
(2023年10月31日)

当第３四半期会計期間
(2024年７月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 202,990 145,620

未払金 10,049 21,296

未払費用 35,145 34,019

未払法人税等 118,717 41,700

未払消費税等 43,061 31,622

預り金 8,122 5,993

賞与引当金 86,592 62,651

役員賞与引当金 7,250 7,370

その他 2,047 900

流動負債合計 513,976 351,174

固定負債

長期未払金 144,250 144,250

資産除去債務 7,879 7,917

固定負債合計 152,129 152,167

負債合計 666,106 503,342

純資産の部

株主資本

資本金 286,000 286,000

資本剰余金 276,763 276,427

利益剰余金 2,582,049 2,736,866

自己株式 △23,941 △15,954

株主資本合計 3,120,872 3,283,339

純資産合計 3,120,872 3,283,339

負債純資産合計 3,786,978 3,786,682

- 5 -

株式会社ビーアンドピー　（7804）
2024年10月期　第３四半期決算短信



（単位：千円）

 前第３四半期累計期間
(自　2022年11月１日
　至　2023年７月31日)

 当第３四半期累計期間
(自　2023年11月１日
　至　2024年７月31日)

売上高 2,215,047 2,500,454

売上原価 1,304,695 1,404,235

売上総利益 910,352 1,096,219

販売費及び一般管理費 654,592 722,151

営業利益 255,759 374,067

営業外収益

受取利息 0 0

未払配当金除斥益 486 359

受取補償金 85 194

補助金収入 133 －

雑収入 72 85

営業外収益合計 778 639

営業外費用

支払利息 1 －

営業外費用合計 1 －

経常利益 256,536 374,707

特別損失

固定資産除却損 408 911

特別損失合計 408 911

税引前四半期純利益 256,127 373,795

法人税等 80,936 120,736

四半期純利益 175,191 253,059

（２）四半期損益計算書

（第３四半期累計期間）
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（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理に関する注記）

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実

効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

当社は、インクジェットプリントを主力とするセールスプロモーション事業を主要な事業としており、他の

事業セグメントの重要性が乏しいため、記載を省略しております。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第３四半期累計期間
（自　2022年11月１日

至　2023年７月31日）

当第３四半期累計期間
（自　2023年11月１日

至　2024年７月31日）

減価償却費 33,273千円 47,884千円

のれんの償却額 3,684 3,684

顧客関連資産の償却額 3,986 －

（四半期キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期累計

期間に係る減価償却費（のれん、顧客関連資産を除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却

額、顧客関連資産の償却額は、次の通りであります。
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